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家
庭
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、 

環

境
省
「
令
和
４
年
度 

家
庭
部
門
の
Ｃ

Ｏ
  2
排
出
実
態
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
照
明

や
家
電
製
品
の
電
力
消
費
が
35
％
、
台
所
の

コ
ン
ロ
が
７
％
、
お
風
呂
等
の
給
湯
が
33
％
、

冷
房
が
3
％
、
暖
房
が
22
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
Ｃ
Ｏ
  2
の
排
出
に
換
算
す
る
と
、
照

明
や
家
電
製
品
の
電
力
消
費
が
47
％
、
台
所

の
コ
ン
ロ
が
５
％
、
お
風
呂
な
ど
の
給
湯
が

24
％
、
冷
房
が
４
％
、
暖
房
が
20
％
と
な
っ

て
い
る
。
照
明
や
家
電
製
品
、
冷
房
と
い
っ

た
電
力
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
も

の
は
、
Ｃ
Ｏ
  2
発
生
源
の
火
力
発
電
所
の
占

め
る
割
合
や
火
力
発
電
所
の
平
均
40
％
程
度

の
発
電
効
率
が
効
い
て
き
て
Ｃ
Ｏ
  2
に
換
算
す

る
と
シ
ェ
ア
が
大
き
く
な
り
、
照
明
や
家
電

製
品
が
ほ
ぼ
5
割
を
占
め
て
い
る
。
次
に
大

き
い
の
が
、
お
風
呂
な
ど
の
給
湯
に
使
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
で
は
、
３
分
の
１
程
度
、
Ｃ
Ｏ
  2
の
割
合
で

は
、
４
分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
  2

換
算
で
シ
ェ
ア
が
減
る
の
は
、
給
湯
の
場
合
、

ガ
ス
な
ど
の
直
接
燃
焼
に
よ
る
も
の
が
多
く

化
石
燃
料
の
直
接
使
用
で
は
あ
る
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
効
率
が
良
い
か
ら
で
あ
る
。
意
外

に
少
な
い
の
は
冷
房
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
  2
排
出
で
あ

る
。
冷
房
は
使
用
時
期
・
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
、
近
年
の
エ
ア
コ
ン
高
効
率
化

も
寄
与
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
暖
房
は
、

５
分
の
１
程
度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

温
暖
化
が
進
み
、
酷
暑
の
期
間
が
長
く
な
り
、

冬
季
の
気
温
が
上
昇
す
る
と
冷
房
と
暖
房
の

シ
ェ
ア
は
将
来
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

冷
房
と
暖
房
を
合
わ
せ
た
空
調
関
係
の
シ
ェ

ア
は
４
分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
大
ざ
っ

ぱ
に
は
、
照
明
・
家
電
が
半
分
、
給
湯
と
空

調
が
各
４
分
の
１
で
あ
る
。

半
分
を
占
め
る
照
明
・
家
電
に
つ
い
て
家

庭
で
で
き
る
こ
と
は
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
器

具
に
替
え
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
な
ど
の
抜
本
的
対
策
は
、
基
本
的

に
は
電
力
供
給
源
で
あ
る
発
電
所
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
部
分
は
日
本
国
内
で
は
家
庭
の
排
出
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
事
務
局
の
計
算
方
法
で
は
、

発
電
所
の
排
出
と
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の

国
連
へ
の
英
語
版
報
告
で
は
発
電
所
の
排
出

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
半
分
の

給
湯
・
空
調
の
部
分
が
、
本
当
の
意
味
で
の

家
庭
の
排
出
と
な
る
。
対
策
と
し
て
は
ま
ず

は
省
エ
ネ
機
器
か
ら
入
る
の
が
順
当
で
あ
ろ

う
。
抜
本
的
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
す
る

に
は
、
お
風
呂
や
暖
房
で
の
化
石
燃
料
の
家

庭
で
の
直
接
燃
焼
を
止
め
て
ほ
か
の
方
法
に

替
え
る
こ
と
に
な
る
。
給
湯
の
対
策
と
し
て

は
、
太
陽
熱
利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、

給
湯
用
の
熱
源
を
電
力
駆
動
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
の
も
の
に
切
り
替
え
て
、
後
は
、
発
電

所
が
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
す
る
の
を
待
つ

と
い
う
の
が
簡
単
で
あ
ろ
う
。
空
調
の
方
も

同
様
な
こ
と
が
言
え
る
が
、
空
調
の
場
合

は
、
家
屋
全
体
の
断
熱
性
能
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
特
に
家
屋
と
外
部
の

熱
の
出
入
り
の
約
半
分
は
窓
経
由
と
言
わ
れ

て
お
り
、
窓
の
断
熱
が
重
要
で
あ
る
。
筆
者

が
15
年
ほ
ど
前
に
ス
イ
ス
の
木
造
小
ホ
テ
ル

に
泊
ま
っ
た
時
に
窓
ガ
ラ
ス
を
見
た
ら
木
製

の
サ
ッ
シ
に
二
重
に
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ

て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
木
製
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の
サ
ッ

シ
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
す
る
と
格
段
に
窓
の
断
熱
性
能
や
遮
音
性

能
が
高
ま
る
。
日
本
で
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
が

多
い
が
、
実
は
、

ア
ル
ミ
は
熱
を
よ

く
伝
え
る
の
で
、

木
製
サ
ッ
シ
に
す

る
ほ
う
が
断
熱
性

能
が
高
く
な
る
の

で
あ
る
。
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
達
成
目
標
の

２
０
５
０
年
ま
で

に
は
、
日
本
の
窓

も
入
れ
替
わ
る
で

あ
ろ
う
か
。
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